
本書の章立て（話の流れ）

３種類の態度尺度

　第１章　対人的影響
　　　　　　　　（人に影響を与える）

　影響を与えるとは、与え手と受け手、影響動機、
　影響の目標、対人的影響の種類

　意図的な対人的影響 　第２章　意図的でない対人的影響

　社会的手抜き、傍観者効果、社会的促進、
　漏れ聞き効果、行動感染、情動感染

　第３章　依頼・要請

　影響手段の分類と効果性、与え手のタイプ、
　連続的影響手段（フット・イン・ザ・ドア法、
　ドア・イン・ザ・フェイス法など）

　第５章　説得の規定因

　規定因（与え手の属性、説得メッセージ、メディ
ア、受け手の属性）

　第４章　説得と態度
　
　説得と論拠、依頼・要請との違い、
　態度、態度の測定方法

トピック1　リスク・コミュニケーション

トピック２　説得の具体例

　第６章　説得のモデルと理論
　
　説得のプロセス（精査可能性モデル、計画行動
理論）
　認知的不協和理論、心理的リアクタンス


